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†††このように述べると、非常に混乱を招くおそれがあるので付記しておくが、サンプル値制御系というときの「サ
ンプル値」とは、制御装置が利用するデータがあくまでも連続的に変化する信号のサンプリング周期ごとの観測
値である「サンプル値
．．．．．
」に過ぎないこと
．．．．．．．
、逆に言えば、制御性能を高める上でもっとも重要なものは、時々刻々
と変化する連続時間信号自身であることを決して忘れてはならないということを強調するために用いられている
術語である。厳密な取り扱いをする手段として、制御装置が実際に観測できるものの他に、サンプリング周期間
での信号の離散的なN点での仮想的な観測値（サンプル）についてまで目を向けて考察する（表１における左側
の欄に対応）、という方向を指しているのではない
．．．．．
ということである。
